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本研究では、応募者がこれまで取り組んできたムラサキの
脂溶性色素シコニンをモデルとして、植物がワックス、クチ
ンなどの脂溶性ポリマーを大量に細胞外に分泌するメカニズ
ムの解明を目的としている。具体的には、脂質分泌マシナリ
ーの構成メンバーを同定し、脂質輸送メカニズムの分子機構
の解明を目指している。 
植物の脂溶性成分の細胞外分泌機構については未だ解明さ

れていない。本研究では、これまでのシコニン研究によって
培われた知見と実験手法に基づき研究計画が立案されてお
り、独創的かつ先駆的な研究展開が期待される。本研究の成
果は、植物の脂溶性有用物質の細胞外分泌を促進する技術開
発にもつながることが期待される。 


